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は
じ
め
に
　
〜
総
括
的
報
告
〜

今
年
も
又
、
事
業
報
告
を
さ
せ
て
頂

く
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

日
頃
は
私
ど
も
東
京
光
の
家
が
行
っ

て
い
る
諸
社
会
福
祉
事
業
全
般
に
対

し
、
格
別
な
る
ご
高
配
の
も
と
ご
指
導

ご
鞭
撻
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
援
助
の
お
陰
で
、

事
業
全
体
も
滞
り
無
く
取
り
運
ば
れ
、

微
力
な
が
ら
も
課
さ
れ
て
い
る
社
会
的

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

各
事
業
体
施
設
に
入
所
し
て
い
る
利
用

者
も
、
み
な
元
気
で
明
る
く
、
希
望
を

持
っ
て
諸
活
動
に
励
み
、
自
立
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
下
、
平
成
二
六
年
度
の
事
業
状
況

の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【社会福祉法人  東京光の家  総括貸借対照表】
平成27年3月31日現在	 （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

流 動 資 産 554,083 流 動 負 債 95,299
現 金 預 金 418,573 未 払 金 69,887
未 収 金 113,551 預 り 金 7,926
立 替 金 151 経理区分間借入金 10,338
経理区分間貸付金 10,338 会計単位間借入金 7,147
会計単位間貸付金 7,147
商 品 ・ 製 品 2,874 固 定 負 債 85,629
原 材 料 1,447 設備資金借入金 9,990

固 定 資 産 2,911,644 退職給与引当金 75,639
基 本 財 産 1,154,758
土 地 169,058 負 債 の 部 合 計 180,928
建 物 985,700 純 資 産 の 部

その他の固定資産 1,756,885 基 本 金 418,832
土 地 59,000 国庫補助金等特別積立金 375,706
機 械 及 び 装 置 4,586 その他の積立金 1,554,265
車 輌 運 搬 具 5,807 人 件 費 積 立 金 304,500
器 具 及 び 備 品 17,298 建 設 積 立 金 132,000
建 設 仮 勘 定 38,649 施設整備等積立金 956,500
措置施設繰越特定預金 412,000 その他の積立金 152,500
施設整備積立預金 694,500 工賃変動積立金 2,465
人 件 費 積 立 預 金 154,500 設備整備等積立金 6,300
建設積立特定預金 132,000
その他の積立特定預金 152,500 次期繰越活動収支差額 935,994
工 賃 変 動 積 立 預 金 2,465 次期繰越活動収支差額 935,994
設備整備等積立預金 6,300 （うち当期活動収支差額） 290,071
その他の固定資産 77,277 純 資 産 の 部 合 計 3,284,799

資 産 の 部 合 計 3,465,727 負債及び純資産の部合計 3,465,727
脚注：減価償却費の累計額  1,205,446千円
注記：固定資産の減価償却の方法…定額法

【社会福祉法人 東京光の家 総括資金収支計算書】
（自）平成26年4月1日（至)平成27年3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業収入計 68,048
就労支援事業支出計 62,823

就労支援事業活動資金収支差額 5,225
経常活動及び福祉事業収入計 1,431,728
自立支援費等収入 700,275
利用料収入 1,633
措置費収入 195,653
私的契約利用料収入 55,899
補助事業等収入 4,011
経常経費補助金収入 310,752
寄付金収入 2,788
雑収入 34,434
借入金利息補助金収入 230
受取利息配当金収入 441
会計単位間繰入金収入 71,500
経理区分間繰入金収入 54,107

経常活動及び福祉事業支出計 1,152,825
人件費支出 793,030
事務費支出 78,308
事業費支出 155,648
借入金利息支出 230
会計単位間繰入金支出 71,500
経理区分間繰入金支出 54,107

経常活動福祉事業活動資金収支差額 278,902
施設整備等収入計（※賛助会寄付金含む） 35,147
施設整備等支出計 104,203

施設整備等資金収支差額 △ 69,056
財務収入計 0
財務支出計 264,790

財務活動資金収支差額 △ 264,790
当期資金収支差額合計 △ 49,718
当期末支払資金残高 454,461

【社会福祉法人 東京光の家 総括事業活動収支計算書】
（自）平成26年4月1日（至)平成27年3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業活動収入計 68,048
就労支援事業活動支出計 63,634

就労支援事業活動収支差額 4,414
事業活動及び福祉事業活動収入計 1,321,868
自立支援費等収入 700,275
利用料収入 1,633
措置費収入 195,653
私的契約利用料収入 55,899
補助事業等収入 4,011
経常経費補助金収入 310,752
寄付金収入 2,788
雑収入 28,984
国庫補助金等特別積立金取崩額（事業） 21,868

事業活動及び福祉事業活動支出計 1,067,478
人件費支出 793,030
事務費支出 64,484
事業費支出 155,648
減価償却費 45,940
引当金繰入 8,374

事業活動及び福祉事業活動収支差額 254,389
事業活動外収入計 126,279
事業活動外支出計 125,838

事業活動外収支差額 441
経常収支差額 259,245

特別収入計（※賛助会寄付金含む） 35,147
特別支出計 4,321

特別収支差額 30,826
当期活動収支差額 290,071
前期繰越活動収支差額 900,723
当期末繰越活動収支差額 1,190,794
次期繰越活動収支差額 935,994

※賛助会寄付金額 31,002千円

平
成
二
六
年
度

 
社
会
福
祉
法
人  

東
京
光
の
家
事
業
報
告
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法
人
事
業

定
款
に
定
め
る
施
設
事
業
体
は
次
の

六
つ
で
あ
る
。

①
光
の
家
新
生
園
～
障
害
者
総
合
支
援

法
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設

（
生
活
介
護
定
員
五
四
名
・
機
能
訓

練
定
員
六
名
・
施
設
入
所
支
援
定
員

五
五
名
・
短
期
入
所
定
員
二
名
）

②
光
の
家
栄
光
園
～
障
害
者
総
合
支
援

法
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設

（
生
活
介
護
定
員
七
〇
名
・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
定
員
一
〇
名
・
施
設
入

所
支
援
定
員
六
〇
名
・
短
期
入
所
定

員
二
名
）

③
光
の
家
神
愛
園
～
生
活
保
護
法
に
よ

る
救
護
施
設
（
定
員
八
〇
名
）

④
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
～
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
る
障
害
者
通
所
就
労
施

設
（
生
活
介
護
定
員
一
〇
名
・
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
定
員
一
〇
名
）

⑤
光
の
家
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム
～

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
盲
人

ホ
ー
ム

⑥
光
の
家
相
談
支
援
事
業
所
～
障
害
者

総
合
支
援
法
に
よ
る
特
定
相
談
支
援

事
業
所

更
に
、
右
六
つ
の
施
設
を
統
一
的
・

総
括
的
に
結
ぶ
部
門
と
し
て
総
務
部

（
総
務
課
・
医
務
課
・
食
事
課
・
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
る
。
又
、
全
施

設
事
業
体
に
亘
る
横
断
的
な
活
動
を
行

う
組
織
と
し
て
一
〇
数
余
り
の
専
門
委

員
会
（
例
・
防
災
活
動
委
員
会
・
安
全

衛
生
委
員
会
・
苦
情
解
決
委
員
会
等
々
）

を
設
け
て
い
る
。

地
域
支
援
事
業
と
し
て
は
、
同
行
援

護
従
業
者
養
成
研
修
事
業
を
実
施
し
て

い
る
福
祉
教
育
研
修
室
の
他
に
、
地
域

福
祉
相
談
室
、
盲
重
複
障
害
者
福
祉
研

究
室
、
地
域
貢
献
活
動
室
が
あ
り
、
地

域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
各
事
業
施
設
の
活
動
状
況
等

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
指
定
障
害
者
支
援
施
設

　
光
の
家
新
生
園

光
の
家
新
生
園
の
利
用
者
は
、
視
覚

障
害
に
加
え
、
他
の
障
害
を
併
せ
持
つ

盲
重
複
障
害
者
で
あ
る
。
そ
の
障
害
の

特
性
を
考
慮
し
、
利
用
者
や
そ
の
家
族

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
個
別
支
援
計
画

を
策
定
し
て
自
立
支
援
を
行
っ
た
。

【資金収支決算内訳表】（自）平成26年4月1日　（至）平成27年3月31日� （単位：千円）

科目�
会計 合　　計 法人本部 光の家

新生園
光の家
栄光園

光の家
神愛園

光の家
就労ホーム

光の家
鍼灸マッサージホーム

光の家
相談支援事業所

公益事業
特別会計

就労支援事業収入計 68,048 0 0 48,562 0 19,485 0 0 0
就労支援事業支出計 62,823 0 0 47,494 0 15,329 0 0 0

就労支援事業活動資金収支差額 5,225 0 0 1,068 0 4,156 0 0 0
経常活動及び福祉事業収入計 1,431,728 117,863 440,074 364,904 427,487 68,550 9,547 2,600 700
自立支援費等収入 700,275 0 348,823 305,010 0 43,841 0 2,600 0
利用料収入 1,633 0 0 0 0 0 1,633 0 0
措置費収入 195,653 0 0 0 195,653 0 0 0 0
私的契約利用料収入 55,899 0 0 0 55,899 0 0 0 0
補助事業等収入 4,011 36 3,975 0 0 0 0 0 0
経常経費補助金収入 310,752 0 84,358 52,024 163,357 4,238 6,774 0 0
寄付金収入 2,788 1,885 269 221 237 174 0 0 0
雑収入 34,434 10,231 2,539 7,548 11,986 292 1,134 0 700
借入金利息補助金収入 230 0 0 0 230 0 0 0 0
受取利息配当金収入 441 102 108 98 122 4 5 0 0
会計単位間繰入金収入 71,500 51,500 0 0 0 20,000 0 0 0
経理区分間繰入金収入 54,107 54,107 0 0 0 0 0 0 0

経常活動及び福祉事業支出計 1,152,825 34,505 363,701 305,476 379,591 61,214 7,922 82 331
人件費支出 793,030 993 257,874 191,368 286,618 50,485 5,689 0 0
事務費支出 78,308 13,511 13,963 17,832 25,429 5,193 1,962 82 331
事業費支出 155,648 0 37,755 44,775 67,312 5,535 270 0 0
借入金利息支出 230 0 0 0 230 0 0 0 0
会計単位間繰入金支出 71,500 20,000 0 51,500 0 0 0 0 0
経理区分間繰入金支出 54,107 0 54,107 0 0 0 0 0 0

経常活動福祉事業活動資金収支差額 278,902 83,358 76,372 59,427 47,895 7,335 1,625 2,517 368
施設整備等収入計 35,147 32,602 2,000 295 0 250 0 0 0
施設整備等支出計 104,203 101,992 678 811 204 300 216 0 0

施設整備等資金収支差額 △ 69,056 △ 69,390 1,321 △ 516 △ 204 △ 50 △ 216 0 0
財務収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
財務支出計 264,790 10,000 100,000 100,000 41,990 11,800 1,000 0 0

財務活動資金収支差額 △ 264,790 △ 10,000 △ 100,000 △ 100,000 △ 41,990 △ 11,800 △ 1,000 0 0
当期資金収支差額合計 △ 49,718 3,968 △ 22,305 △ 40,020 5,700 △ 358 409 2,517 368
当期末支払資金残高 454,461 80,275 119,699 129,819 93,776 19,319 5,886 2,517 3,167
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一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
六
年
度
は
、
四
月
に
群
馬
県

立
盲
学
校
よ
り
一
名
、
東
京
都
立
文
京

盲
学
校
よ
り
二
名
の
合
計
三
名
の
利
用

者
を
迎
え
た
。
又
、
日
野
市
社
会
福
祉

事
業
団
「
つ
ば
さ
」
よ
り
高
次
脳
機
能

障
害
の
機
能
訓
練
事
業
を
引
き
受
け
、

新
た
に
機
能
訓
練
利
用
者
八
名
を
迎
え

て
、
施
設
入
所
支
援
五
七
名
、
日
中
活

動
の
利
用
者
七
八
名
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
度
も
多
様
化
す
る
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
光
の
家
栄
光
園
や
光

の
家
就
労
ホ
ー
ム
の
併
用
利
用
も
積
極

的
に
進
め
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

今
年
度
も
地
域
の
行
事
で
あ
る
「
た

き
び
祭
」
に
参
加
し
た
。
又
、
例
年
同

様
に
地
域
と
の
交
流
行
事
（
旭
が
丘
ふ

れ
あ
い
夏
祭
り
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
・
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
が
出
来
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

今
年
度
は
、
相
談
支
援
事
業
所
の
相

談
支
援
専
門
員
と
し
て
兼
務
す
る
職
員

を
対
象
に
高
次
脳
機
能
障
害
者
相
談
支

援
の
研
修
会
や
東
京
都
相
談
支
援
従
事

者
研
修
を
受
け
た
。
又
、
中
堅
層
の
職

員
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
新
任
層
の
職

員
を
対
象
に
年
間
を
通
し
た
て
ん
か
ん

講
座
を
受
け
、
専
門
的
知
識
の
研
修
を

行
っ
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

保
護
者
会
は
、
四
月
、
八
月
、
一
二

月
と
年
三
回
実
施
し
た
。
四
月
の
保
護

者
会
で
は
、「
新
生
園
の
生
活
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
七
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
懇
談
を
行
い
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

　
指
定
障
害
者
支
援
施
設

　
光
の
家
栄
光
園

光
の
家
栄
光
園
は
障
害
を
克
服
し
、

働
く
こ
と
の
尊
さ
と
喜
び
を
知
る
と
共

に
、
利
用
者
の
自
立
支
援
と
社
会
活
動

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
に

支
援
し
て
き
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
六
年
度
は
入
所
者
六
一
名
、

通
所
者
二
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
短

期
入
所
事
業
は
、
視
覚
障
害
以
外
の
利

用
も
受
け
入
れ
て
き
た
が
結
果
的
に
は

視
覚
に
障
害
を
持
っ
た
方
の
利
用
が
多

か
っ
た
。「
安
心
と
安
全
と
希
望
～
生
活

に
は
喜
び
を
～
」
と
い
う
東
京
光
の
家

の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適

切
に
対
応
し
つ
つ
生
活
の
質
の
向
上
を

図
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。

就
労
支
援
事
業
収
入
は
約
四
二
〇
〇

万
円
で
年
度
当
初
目
標
に
し
て
い
た

四
一
〇
〇
万
円
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
墨
字
印
刷
は
「
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
」
関
係
の
受
注
が
徐
々
に

軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
点
字
出
版
は
、
日
本
盲
人
福
祉

委
員
会
か
ら
「
選
挙
公
報
点
字
版
」
の

受
注
が
あ
っ
た
が
定
期
刊
行
物
等
は
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

二
、
地
域
と
の
交
流

日
野
わ
ー
く
・
わ
ー
く
（
日
野
市
授

産
事
業
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
事
業
）
へ

の
積
極
的
な
参
加
や
「
光
の
家
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
」、「
点
字
教
室
」
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
地
域
の
人
々
と

自
然
な
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
出
来

た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

二
六
年
度
は
内
部
研
修
の
他
に
一
四

の
外
部
研
修
に
職
員
を
派
遣
し
て
多
く

の
刺
激
を
受
け
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

四
月
、
八
月
、
一
二
月
に
保
護
者
会

を
開
催
し
た
。
ま
た
年
二
回
の
施
設
便

り
の
発
行
と
各
利
用
者
の
状
況
を
ミ
ニ

通
信
で
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
た
。

　
救
護
施
設

　
光
の
家
神
愛
園

光
の
家
神
愛
園
は
視
覚
障
害
に
加

え
、精
神
障
害
、知
的
障
害
、ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
等
を
併
せ
持
つ
盲
重
複
障
害

者
約
八
〇
名
が
生
活
し
て
い
る
。
利
用

者
の
約
三
割
は
人
生
半
ば
に
し
て
視
力

を
失
っ
た
中
途
失
明
者
で
あ
る
。
平
均

年
齢
は
六
四
歳
、
約
半
数
が
六
五
歳
以

上
で
、
生
活
の
様
々
な
場
面
で
支
援
を

必
要
と
す
る
者
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
少

し
で
も
前
向
き
に
そ
し
て
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
人
生
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、
過
不

足
無
く
必
要
な
支
援
が
提
供
出
来
る
よ

う
に
し
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
六
年
度
は
四
月
に
法
人
内
の

栄
光
園
、
新
生
園
よ
り
各
一
名
、
五
月
、

六
月
、
一
二
月
に
外
部
よ
り
各
一
名
、

合
計
五
名
の
利
用
者
を
受
け
入
れ
た
。

一
方
、
退
所
者
は
三
名
で
あ
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
神
愛
園
で
は
健
康
維
持

の
た
め
の
運
動
時
間
を
如
何
に
し
て
確

保
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
て
、
今
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年
度
は
階
段
昇
降
の
実
施
方
法
を
見
直

す
等
し
、
少
し
で
も
多
く
の
利
用
者
が

運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
し
た
こ

と
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患

す
る
者
は
数
名
で
あ
っ
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

今
年
度
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
本

当
に
感
謝
で
あ
る
。
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い

夏
祭
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
行

事
を
通
し
て
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
持

つ
こ
と
が
出
来
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

外
部
の
研
修
会
に
積
極
的
に
職
員
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
新
人
職
員
を
中

心
に
内
部
研
修
の
充
実
も
図
れ
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

年
に
二
回
（
八
月
、
一
二
月
）、
保

護
者
会
を
開
催
し
、
生
活
状
況
等
を
報

告
し
た
。
施
設
便
り
を
二
回
発
行
し
、

全
保
護
者
に
配
布
し
た
。

　
障
害
者
通
所
就
労
施
設

　
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
は
、
地
域
か
ら

の
通
所
利
用
を
基
本
と
し
、
知
的
障
害

を
有
す
る
方
々
に
対
し
て
、
働
く
こ
と

の
喜
び
を
通
し
、
人
格
形
成
と
自
立
心

の
向
上
を
図
れ
る
よ
う
支
援
し
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
六
年
度
は
特
別
支
援
学
校
卒

業
生
四
名
を
新
規
に
受
け
入
れ
、
合
計

二
二
名
の
利
用
者
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

日
中
活
動
の
中
心
は
仕
事
で
、
就
労
支

援
事
業
収
入
は
約
一
九
四
五
万
円
で

あ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン
」、「
紙
漉
き
」、

「
軽
作
業
（
金
物
の
組
み
立
て
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）」

な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
相
談
・
健

康
・
食
事
支
援
、
行
事
企
画
、
ク
ラ
ブ

活
動
（
運
動
、
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
）
等
も
行
っ
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
や
紙
漉
き

作
業
を
通
し
て
、地
域
の
方
々
や
企
業
・

福
祉
関
係
者
な
ど
、
幅
広
い
交
流
が
図

ら
れ
、
利
用
者
や
施
設
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

東
社
協
「
知
的
発
達
障
害
部
会
」
等

の
外
部
の
研
修
会
に
参
加
す
る
と
共

に
、
個
々
の
研
修
参
加
も
啓
蒙
し
、「
障

害
特
性
」
等
に
関
す
る
内
部
研
修
も

行
っ
た
。

四
、
保
護
者
と
の
つ
な
が
り

四
月
、
八
月
、
一
二
月
に
保
護
者

向
上
に
努
め
た
。
ま
た
、
法
人
全
体
の

共
通
行
事
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

　
特
定
相
談
支
援
事
業

　�

光
の
家

	

相
談
支
援
事
業
所

光
の
家
相
談
支
援
事
業
所
は
、
平
成

二
六
年
度
に
新
し
く
開
始
さ
れ
た
事
業

で
あ
る
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
に
対
し
て
相
談
支
援
を
行

い
、「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」の
作
成
、

ま
た
利
用
形
態
に
よ
っ
て
「
継
続
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）」

の
作
成
を
実
施
し
た
。

対
象
と
な
る
光
の
家
新
生
園
、
光
の

家
栄
光
園
、
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
の

利
用
者
へ
は
年
度
内
に
作
成
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
ま
た
地
域
利
用
者
か

ら
の
相
談
も
受
け
、
作
成
を
行
っ
た
。

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
作
成
実
績

は
一
五
六
件
（
内
、
地
域
利
用
者
一
五

件
）で
あ
っ
た
。利
用
者
の
状
況
に
よ
っ

て
、
期
間
が
異
な
る
「
継
続
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）」
に
つ

い
て
も
、
期
間
を
把
握
し
な
が
ら
作
成

し
、
実
績
と
し
て
は
一
九
件
（
内
、
地

域
利
用
者
四
件
）
で
あ
っ
た
。

会
を
開
催
し
、
情
報
・
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
ま
た
、
施
設
便
り
（
年
二

回
）、ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
送
付
、日
々

の
連
絡
帳
で
、
利
用
状
況
を
お
知
ら

せ
し
た
。

　
盲
人
ホ
ー
ム

　�

光
の
家
鍼
灸

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム

ま
も
な
く
開
設
五
〇
周
年
を
迎
え
る

盲
人
ホ
ー
ム
は
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
鍼
師
、
灸
師
の
免
許
を
有
す

る
視
覚
障
害
者
で
あ
っ
て
、
自
営
ま
た

は
雇
用
さ
れ
る
こ
と
の
困
難
な
者
に
対

し
施
設
を
利
用
さ
せ
、
必
要
な
技
術
の

指
導
を
行
な
い
、
そ
の
自
立
更
生
を
は

か
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
六
年
度
は
前
年
度
と
か
わ
ら

ず
五
名
の
施
術
師
（
男
性
二
名
、
女
性

三
名
）
が
施
術
業
務
に
従
事
し
た
。
な

お
、
引
き
続
き
鍼
の
施
術
師
は
不
在
と

な
っ
て
い
る
。

施
術
実
績
は
二
九
五
四
件
で
、
施
術

件
数
・
金
額
共
に
前
年
度
実
績
を
や
や

下
ま
わ
っ
た
。

今
年
度
も
指
導
員
講
師
に
三
療
の
技

術
及
び
接
客
全
般
に
亘
る
心
得
に
つ
い

て
指
導
し
て
頂
き
、
施
術
師
の
資
質
の


